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マーモセット薬物動態試験マーモセット薬物動態試験

● マーモセット　♂体重300g以上　ｎ＝３頭を使用　
● 被検薬投与部位は後肢伏在静脈もしくは尾静脈が選択可能。
　 経口投与でも投薬は可能です。（最大投与量等はご相談ください）
● 投薬後、0.25、0.5、1、2、4、8、24〔時間〕で採血。（採血ポイントは任意）
● それぞれの検体を4℃で遠心分離し、血漿100～120μLを凍結保存。
● 24時間後採血終了後、翌日以降冷凍便にて発送。

● 事前に弊社動物福祉委員会で承認を受けた試験に限り実施可能です。
● 臓器等の採材が必要な場合は動物をご購入して頂きます。別途ご相談ください。
● 毒性の強い被検薬の使用に関しては別途ご相談ください。
● ご提供する採材物は微量となりますので、LC-MS/MS等での測定を推奨します。
● GLP試験には対応しておりませんので、non-GLP試験での実施となります。

薬物動態試験
マーモセットで

薬物動態試験 を
やってみたいけど
日本クレアで
試験出来る？
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● 投薬量がカニクイザルに比べて約1/10量と少量で済みます。
● 採材物が血液のみの場合、マーモセットの ご購入は不要 です。
● 1日最大採血量が2.0mLを超えなければ採血ポイントは任意にご指定可能です。
　 （採血部位は左右の下大静脈または下大動脈）
● 被検薬を数種類混ぜたカクテル投与も可能です。
● 被検薬によっては休薬後、同じ動物で再試験が可能です。

お問い合わせは、日本クレア（株）ホームページ内の 　「お問い合わせ」窓口、
または、お電話にてご連絡ください。

https://www.clea-japan.com
東京AD部 TEL :03-5704-7050
大阪AD部 TEL :06-4861-7101

です。





Axcelead Drug Discovery Partners株式会社
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